
2024年（令和6年）8月15日（1）

東京大空襲の
火海の中を
生き＿て

来年の戦後80年に向け、引き続き戦争
の体験談を募集します。内容は戦争体験
に限らず、戦後の生活に関する話題など
でも結構です。原稿用紙2枚程度（800
字）にまとめ、住所、氏名、年齢、連絡
先（電話番号と、必要に応じメールアド
レス）を添えて着せてください。掲載時
期は改めて調整します。
写真や資料も歓迎しますが、お返しは
できませんのでご注意ください。写真や
資料の説明文も付けていただけると助か
ります。差し支えなければ、掲載用の顔
写真（イラストでも可）の提供もお願い
します。匿名、ペンネームも可能ですがこ
応募は本名でお願いします。
〒392－8611
諏訪市高島3－1323－1
長野日報社編集局「終戦の日企画」係
hodo＠nagan0－np．CO．jp

問い合わせは本社編集局
（電話026℃・58・2000）へ。
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た
い
戦
後
7
。
年

戦
争
は
、
夢
も
希
望
も
一
瞬

に
し
て
断
ち
切
ら
れ
人
間
の
平

和
に
生
き
る
た
め
の
衣
食
住
の

す
べ
て
を
失
っ
て
し
ま
う
。
戦

争
は
決
し
て
し
て
は
い
け
な
い
。

七
十
九
年
前
に
日
本
全
土

は
、
ア
メ
リ
カ
の
空
襲
で
焼
野

原
と
な
っ
た
。
私
は
十
歳
で
国

民
学
校
五
年
生
に
な
っ
た
。

四
月
十
五
日
の
夜
に
東
京
大

森
蒲
田
の
大
空
襲
で
ア
メ
リ
カ

の
B
型
酉
機
が
落
す
焼
夷
弾

の
猛
火
の
中
を
逃
げ
た
。

私
の
家
族
は
、
父
は
日
本
航
空

か
ら
フ
ィ
リ
ピ
ン
マ
ニ
ラ
空
港

に
出
張
し
て
、
現
地
で
軍
族
招
集

さ
れ
戦
死
し
た
。
長
兄
は
、
海
軍

将
校
。
長
姉
は
、
四
日
市
の
燃
料

省
に
徴
用
さ
れ
て
留
守
で
あ
っ

た
。
母
と
姉
二
人
弟
妹
と
私
の

六
人
は
、
毎
日
の
空
襲
が
危
な

く
な
り
、
父
母
の
故
郷
で
あ
る

諏
訪
に
疎
開
す
る
た
め
毎
日
駅

に
並
び
一
ケ
月
以
上
待
ち
、
や
っ

と
切
符
が
取
れ
た
。
四
月
十
六
日

に
疎
開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

し
か
し
、
十
五
日
夜
十
一
時

過
去
か
ら
未
来
へ

伝
え
た
い
記
憶
と
言
葉

頃
、
空
襲
警
報
と
共
に
「
ド
カ

ン
！
ビ
シ
ャ
ン
！
」
焼
夷
弾
が

我
が
家
の
裏
に
落
ち
た
。
家
族

で
荷
物
を
持
ち
手
を
繋
ぎ
逃
げ

出
し
た
。
毎
日
テ
レ
ビ
で
見
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
避
難
民
の
如
く
、

道
路
い
っ
ぱ
い
に
大
き
な
荷
物

を
持
っ
た
人
々
や
、
リ
ヤ
カ
ー

に
老
人
や
病
人
を
乗
せ
て
い
る

人
が
、
池
上
本
門
寺
の
森
に
向

っ
て
流
れ
る
様
に
逃
げ
た
。

私
は
、
一
瞬
に
我
が
家
の
方

向
に
振
り
返
る
と
真
赤
な
猛
火

と
烈
風
と
猛
煙
が
竜
巻
の
如
く

舐
め
て
来
た
。
余
り
の
恐
怖
に

私
は
大
勢
の
逃
げ
る
人
の
波
に

連
れ
ら
れ
て
走
っ
た
。
家
族
と

迷
子
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

「
シ
ュ
ウ
ン
〃
ド
カ
ン
〃
‥
」

焼
夷
爆
弾
は
雨
露
の
如
く
l
降
っ

中
林
草
子
さ
ん
9
0

て
来
る
。
そ
の
中
を
や
っ
と
弛

上
本
門
寺
の
裏
山
に
逃
げ
込
ん

だ
。
本
門
寺
本
堂
は
真
赤
な
火

柱
で
「
ド
カ
ン
〃
バ
タ
ン
〃
‥
」
と

焼
け
落
ち
て
行
く
り
人
々
は
、

手
を
合
わ
せ
「
南
無
妙
法
蓮
華

経
」
と
唱
え
続
け
て
い
た
。

朝
に
な
り
空
襲
解
除
と
な
っ

た
。
大
森
蒲
田
市
街
は
一
面
の

焼
野
原
と
な
っ
た
。
迷
子
に
な

っ
た
私
は
、
ト
ボ
ト
ボ
と
下
っ

て
行
っ
た
時
、
運
よ
く
以
偏
に

お
隣
に
住
ん
で
い
た
奥
様
記
逢

え
助
け
ら
れ
て
焼
野
原
の
中
を

我
が
家
の
あ
っ
た
所
ま
で
送
っ

て
い
た
だ
い
た
。

日
本
は
、
戦
後
の
壷
か

ら
生
き
て
蛮
し
て
衣
産
も

豊
に
な
り
、
戦
争
も
な
く
平
和

な
幸
福
な
毎
日
を
送
っ
て
い
ま

す
。
私
は
、
卒
寿
を
迎
え
、
一

茅
野
帝
ち
の

自
重
と
し
て
感
謝
で
生
き
て

い
ま
す
。
戦
争
は
決
し
て
い
け

ま
せ
ん
。
世
界
中
の
人
々
が
博

愛
と
平
和
な
毎
日
が
送
れ
ま
す

よ
う
祈
り
ま
す
。

※
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
原
文

を
尊
重
し
て
掲
載
し
ま
し
た
。


